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ＲＬ７８ＲＬ７８ＲＬ７８ＲＬ７８    ＣＳ＋ＣＳ＋ＣＳ＋ＣＳ＋    ｆｏｒｆｏｒｆｏｒｆｏｒ    ＣＡＣＡＣＡＣＡ    からＣＳ＋からＣＳ＋からＣＳ＋からＣＳ＋    ｆｏｒｆｏｒｆｏｒｆｏｒ    ＣＣへのプログラム移植についＣＣへのプログラム移植についＣＣへのプログラム移植についＣＣへのプログラム移植につい

てててて ２０１６１１０４ 

 

概要概要概要概要    

ＲＬ７８ ＣＳ+ for ＣＡで書かれたプログラムをＣＣに移植する場合、以下の手順で行なえます。 

 

１．新規にプロジェクトを作り、ポート等をＣＡと同じに設定し、コード生成を行う。 

２．ＣＡのｍａｉｎ．ｃ等のコードはその内容をＣＣのｍａｉｎ．ｃにコピペする。 

 

以上でＣＣへ移植できますが、ＣＣ特有の問題があります。 

 

１．コンパイルエラーが出る１．コンパイルエラーが出る１．コンパイルエラーが出る１．コンパイルエラーが出る    

例えばＰ３．０ ＝ １； という表記がＣＣでは許されません。そこで対策としては 

ａ）Ｐ３＿ｂｉｔ．ｎｏ０ ＝ １；という風に書き換えて下さい。または 

ｂ）以下の設定を行って下さい。 

 

ＣＣ－ＲＬビルドツール→コンパイルオプション→その他→他のコンパイラからの移行支援を使用する→

はい にしてください。Ｐ３．０＝１；という表記が許されます。 

 

２．ダウンロードに失敗する２．ダウンロードに失敗する２．ダウンロードに失敗する２．ダウンロードに失敗する    

以下のようなコメントが出てダウンロードできない場合、 
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ＣＣ－ＲＬビルドツール→リンクオプション→デバックモニタ領域を設定する→はい にしてください。 
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